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本論文は以下の 4 章からなる。 





第 2 章「世界を信じさせるもの：“Vision”の解剖」では、第 1 節「フィクション：概念
と言葉」で人間の「フィクション：概念」をつくり受容する能力に、“Vision”を作る基本
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                                                                少しだけひっくり返す 
 
            心の世界 
 
 
    心と現実の接地面 
    知覚世界“Vision” 
 




                        図 1 “Gaze”から反転する“Vision ”に向けて 
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第 1章 心が映し出す世界 
  














図 2「古代エジプト人の宇宙像」          図 3「東大寺大仏蓮弁の須弥山図」                            













































































             



























































































5 レオン・レーダーマン、クリストファー・ヒル『詩人のための量子力学』吉田三知世訳 白揚社 2014 
pp.19－20 
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20 ロバート・ローラー『アボリジニの世界―ドリームタイムと始まりの日の声』長尾力訳 青土社 2003 
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た。それ以来、鶏鳴によって暁が訪れるようになった21。｣ 































21 高橋清一『世界の神話がわかる―〈民族の聖なる神と人の物語〉を探求する！―』日本文芸社 1997 
p.63  







































26 古川顕『テキストブック現代の金融[第 2 版]』東洋経済新報社 2002 
27 エドウィン・グリーン『図説銀行の歴史』石川通達監訳 原書房 1994 

























































































































































35 煎本孝『こころの人類学―人間性の起源を探る』ちくま新書 1395 筑摩書房 2019 p.55 
36 後藤明『神話学入門』講談社 2017 p.53 
37 アメリカの心理学者。動物行動学、考古学、人類学、人間の意識を研究。（1920〜1997） 






































40 後藤明『世界神話学入門』講談社 2017 p.61 
41 伝統社会で、トランス状態に入って超自然的存在と交信する現象を起こすとされる職能、人物のこと。
ツングース語で「呪術師」の一種を指す。シャーマンとも言う。 








図 15 南フランス、ピレネー山脈のレ・トロワ＝フレール洞窟（紀元前 2万 7千〜1 万 3千 5百年） 
「アリエージュのトロワ＝フレールの呪術師」アンリ・ブルイユがスケッチしたもの、ツノの生えた面を
つけ、フクロウに似た目と、ウマの尾、オオカミの耳、クマの前足、そしてヒトの足と性器のようなものを

















               



















































































































第 3節 物語を生む力、心の自由 
 
49 カーラ・プラトーニ『バイオハッキング―テクノロジーで知覚を拡張する―』田沢恭子訳 白揚社 2018 
p.73 
50 スタンリー・キューブリック監督脚本 1968 年アメリカで公開された SF 映画。  
51 Harry Dacre 作曲 1892 


































55 浜本隆志『シンデレラの謎―なぜ時代を超えて世界中に拡がったのか―』河出書房新書 2017 p.8 

















































































ンデンラボ（Linden Lab）社が 2003年から行なっている。 
64 池上英子『自閉症という知性』NHK出版新書 580 NHK出版 2019 p.16 
65 元はインドの言葉で、聖なるものが仮の姿で地上に降り立った姿を指す。現代においてはコンピュータ
ーの利用者が仮想空間で操るアニメのような分身を意味する。 









































67 ティム・インゴルド『ラインズ―線の文化史―』工藤晋訳 左右社 2014 pp.41-42 










































書房 2006 p.303 








































71 篠原雅武『人 新 世
じんしんせい
の哲学―思弁的実在論以後の「人間の条件」―』人文書院 2018 




































































































第 2節 反転した影 




















眞紀訳 青土社 2010 p.28 
78 広島平和記念資料館の初代館長を務めた地質鉱物学の研究者である。（1902〜1973） 

















































































81 スーザン・ドウォーキン『地球最後の日のための種子』中里京子訳 文藝春秋 2010 
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図 24 スヴァールバル世界種子貯蔵庫 TEXT BY PATE BROOK TRANSLATION BY GALILEO WIRED 『“世界の終














図 25 スヴァールバル世界種子貯蔵庫の内部             図 26 保存されている種子 













82 北緯 66度 33 分以北の地域。冬至を中心に真冬は太陽が昇らず極夜となり、夏至を中心に真夏は太陽が
沈まない白夜となる。 
83 TEXT BY PATE BROOK TRANSLATION BY GALILEO WIRED 『“世界の終末”に備えた種子貯蔵庫』WIRED 
NEWS(US) 2011 
84 シリアで 2011 年 3月 15日に起きた一連の騒動から続く、シリア政府軍とシリア反体制派及びそれらの
同盟組織などによる内戦。ISIL（イスラム国）、アメリカ、フランス、ロシア、イランなど多数の国や
組織が介入し、各勢力の思惑や宗教などが対立し泥沼化している。2017 年までに約 630 万人が国内で
避難生活を送り、500万人以上が国外に逃れ、世界的な難民問題も生んでいる。 














第 4節 AI とバイオテクノロジー 











として人々の不安を煽っているが、もし AI が人類を不要と判断すれば、AI が人類最後の発
明になるかもしれないという。こうした危機感は、これまでにも何度か起こったのだが、そ
の度に杞憂に終わってきた。AI に対する恐怖感は、SF作品などでもよく描かれる。人類が、






86 言語の理解や推論、問題解決などの知的行動を人間に代わってコンピューターに行わせる技術。  
87 アメリカ合衆国の発明家、未来学者。人工知能の世界的権威。（1948～）  







































93 2019年 1月中国の科学者が 2018年に世界で初めてゲノムを編集した双子を誕生させたと主張した。 
94 ウィリアム・マイヤー『バイオアート―バイオテクノロジーは未来を救うのか。―』 
久保田晃弘監修 ピー・エヌ・エヌ新社 2016 p.255 
















「信用」は元々、第 2 章第 4 節の 3 種類の信用のうちの 3 番目の「信用」である。この「信
用」のない人間は、融資を受けることができないため、融資返済能力の「信用」をそもそも































図 28 サシャ・スパチャル「7K:new life form」〈7K:新しい生命の形〉ウィリアム・マイヤー『バイオア
ート―バイオテクノロジーは未来を救うのか。―』久保田晃弘監修ピー・エヌ・エヌ新社 2016 
 





































































































































































































第 2節 触れるものは、有るものか 






































99 アメリカ航空宇宙局（アメリカこうくううちゅうきょく、英語: National Aeronautics and Space 
Administration, NASA）の通称で、アメリカ合衆国政府内における宇宙開発に関わる計画を担当する連
邦機関である。1958年 7月 29日、国家航空宇宙法 (National Aeronautics and Space Act) に基づ















  素材：紙、プラスティックダンボール、アクリル板、紙粘土、でんぷん糊、ビニール樹脂 
        銅板、アクリル絵の具、壁紙、ネオジウム、体重 
 
 












































   
 






図 40「ひとりのバランス」支持体 筆者撮影 2011 
作品「またさんじゅうろくど」2011 
 
  形式：インスタレーション 
  素材：砂糖、水、体温 
 
 



















































               










初の 1 回は一般的な直径 1cm の凸部を持つ気泡緩衝材で制作した。息を吹き入れる容器と
してはあまりに小さく、ビニール樹脂にストローで息を吹き込み泡を作る作業は、非常に息































































































107 江戸時代前期の俳諧師（1644〜1694）  






















図 45 森下絵里奈「宇宙のそば」筆者撮影 2014 
 
 





































































































図 49「水たまりを探しに行く」筆者撮影 2019 
 













































図 52「影の本」筆者撮影 2016 
作品「君の光、私の影」2017 
   
形式：インスタレーション 
 68 
  素材：陶器タイル、木、星の写真 
 
 













































  素材：鏡、UV レジン、写真 
 


























































































































［図 58］展示風景 筆者撮影 2019 
 
［図 59］「影の本」筆者撮影 2019 
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［図 60］「君の光、私の影」筆者撮影 2019 
 
 
［図 61］「水たまりを探しに行く」筆者撮影 2019  
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